
晏子の御

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／28）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。この話の山は二つの「以て〜と為す」、「是を以

て」「乃ち」、そして妻が晏子と夫を比べた言葉です。

あらすじ＝斉の宰相・晏子が馬車で外出したとき、御者の妻が門のすきまから夫をのぞくと、夫は大きな車のかさを抱え、四頭立

ての馬にむちを当てて、すっかり得意になっていた。帰ってきた夫に妻は離縁を願い出て、「晏子様は背が低いのに宰相として名高

く、それでもいつもへりくだっている。あなたは背が高いのに人の御者にすぎず、それで満足している」と理由を語る。その後、

夫は自分をおさえてへりくだるようになり、わけを聞いた晏子は彼を大夫に推薦した。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

晏
子
（
あ
ん
し
）
斉
（
せ
い
）
の
相
（
し
や
う
）
と
為
（
な
）
り
、
①

出
（
い
）
づ
。
②

其
（
そ
）
の
御
（
ぎ
よ
）
の
妻
（
つ
ま
）
、
門
間
（
も
ん
か
ん
）
よ

り
其
（
そ
）
の
夫
（
を
つ
と
）
を
闚
（
う
か
が
）
ふ
。

其
（
そ
）
の
夫
（
を
つ
と
）
相
（
し
や
う
）
の
御
（
ぎ
よ
）
と
為
（
な
）
り
、
③

大
蓋
（
た
い
が
い
）
を
擁
（
よ
う
）
し
、
駟
馬
（
し
ば
）
に
策
（
む
ち
う
）

ち
、
④

意
気
（
い
き
）
揚
揚
（
や
う
や
う
）
と
し
て
甚
（
は
な
は
）
だ
自
得
（
じ
と
く
）
す
る
な
り
。

既
（
す
で
）
に
し
て
帰
（
か
へ
）
る
。
其
（
そ
）
の
妻
（
つ
ま
）
⑤

去
（
さ
）
ら
ん
こ
と
を
請
（
こ
）
ふ
。
夫
（
を
つ
と
）
⑥

其
（
そ
）
の
故
（
ゆ
ゑ
）
を

問
（
と
）
ふ
。

妻
（
つ
ま
）
曰
（
い
）
は
く
、
「
晏
子
（
あ
ん
し
）
は
⑦

長
（
た
け
）
六
尺
（
り
く
せ
き
）
に
満
（
み
）
た
ざ
る
に
、
⑧

身
（
み
）
は
斉
国
（
せ
い
こ
く
）
に

相
（
し
や
う
）
た
り
、
名
（
な
）
は
諸
侯
（
し
よ
こ
う
）
に
顕
（
あ
ら
）
は
る
。
今
者
（
い
ま
）
妾
（
せ
ふ
）
其
（
そ
）
の
出
（
い
）
づ
る
を
観
（
み
）
る

に
、
志
念
（
し
ね
ん
）
深
（
ふ
か
）
し
。
⑨

常
（
つ
ね
）
に
以
（
も
つ
）
て
自
（
み
づ
か
）
ら
下
（
く
だ
）
る
者
（
も
の
）
有
（
あ
）
り
。

今
（
い
ま
）
子
（
し
）
は
長
（
た
け
）
八
尺
（
は
つ
せ
き
）
、
⑩

乃
（
す
な
は
）
ち
人
（
ひ
と
）
の
僕
御
（
ぼ
く
ぎ
よ
）
と
為
（
な
）
る
。
然
（
し
か
）
る
に

子
（
し
）
の
意
（
い
）
は
⑪

自
（
み
づ
か
）
ら
以
（
も
つ
）
て
足
（
た
）
れ
り
と
為
（
な
）
す
。
妾
（
せ
ふ
）
⑫

是
（
こ
こ
）
を
以
（
も
つ
）
て
去
（
さ
）

ら
ん
こ
と
を
求
（
も
と
）
む
る
な
り
。
」
と
。

其
（
そ
）
の
後
（
の
ち
）
夫
（
を
つ
と
）
⑬

自
（
み
づ
か
）
ら
抑
損
（
よ
く
そ
ん
）
す
。
晏
子
（
あ
ん
し
）
⑭

怪
（
あ
や
）
し
み
て
之
（
こ
れ
）
を
問
（
と
）

ふ
。
御
（
ぎ
よ
）
実
（
じ
つ
）
を
以
（
も
つ
）
て
対
（
こ
た
）
ふ
。
晏
子
（
あ
ん
し
）
⑮

薦
（
す
す
）
め
て
以
（
も
つ
）
て
大
夫
（
た
い
ふ
）
と
為
（
な
）

す
。

語
注
　
晏
子＝

春
秋
時
代
の
斉
（
せ
い
）
の
宰
相
、
晏
嬰
（
あ
ん
え
い
）
。
「
子
」
は
男
子
を
敬
っ
て
呼
ぶ
語
。
　
相＝

宰
相
。
君
主
を
助
け
て
国
の
政
治
を
行
う
最
高
の
大
臣
。
　
御＝

馬
車
を
あ
や
つ
る
人
。

御
者
。
　
門
間＝

門
の
す
き
ま
。
　
大
蓋＝

車
の
上
に
立
て
る
大
き
な
か
さ
（
日
よ
け
）
。
　
駟
馬＝

一
台
の
車
を
引
く
四
頭
の
馬
。
　
長＝

身
長
・
背
丈
。
　
尺＝

長
さ
の
単
位
。
当
時
の
一
尺
は
、
日
本
の
一
尺

（
約3
0

セ
ン
チ
）
よ
り
か
な
り
短
い
。
　
諸
侯＝

各
国
の
君
主
た
ち
。
　
妾＝

女
性
が
自
分
を
へ
り
く
だ
っ
て
い
う
語
。
わ
た
く
し
。
　
志
念＝

考
え
・
思
慮
。
　
子＝

あ
な
た
。
相
手
を
敬
っ
て
い
う
語
。
　
僕

御＝

召
し
使
い
の
御
者
。
　
大
夫＝

国
の
高
い
位
の
役
人
。
　
※
原
典
（
中
国
の
古
い
本
）
で
は
「
門
間
」
の
「
間
」
を
「
閒
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
「
闚
」
は
「
窺
」
と
同
じ
意
味
の
字
で
、
教
科
書
に
よ
っ
て

は
「
窺
」
と
書
き
ま
す
。
こ
の
問
題
で
は
、
ほ
か
の
字
も
ふ
く
め
て
日
本
の
字
体
に
直
し
ま
し
た
。
　
※
書
き
下
し
文
は
教
科
書
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
ち
が
い
ま
す
。
「
斉
の
相
た
り
」
「
門
間
よ
り
し
て
」
「
甚

だ
自
得
す
」
「
長
六
尺
に
満
た
ず
（
満
た
ず
し
て
）
」
「
身
は
斉
国
に
相
と
し
て
」
「
常
に
以
て
自
ら
下
る
こ
と
有
り
」
な
ど
と
読
む
も
の
や
、
「
六
尺
」
「
八
尺
」
を
「
ろ
く
し
や
く
」
「
は
つ
し
や
く
」
と
読
む
も

の
も
あ
り
ま
す
。
お
使
い
の
教
科
書
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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晏子の御

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
7
）

（
1
）
②
「
其
（
そ
）
の
御
（
ぎ
よ
）
の
妻
（
つ
ま
）
」
の
「
御
」
の
意
味
を
書
け
。

（
2
）
②
「
闚
（
う
か
が
）
ふ
」
の
意
味
を
書
け
。

（
3
）
③
「
大
蓋
（
た
い
が
い
）
を
擁
（
よ
う
）
し
」
の
「
擁
」
の
意
味
を
書
け
。

（
4
）
③
「
駟
馬
（
し
ば
）
に
策
（
む
ち
う
）
ち
」
の
「
駟
馬
」
の
意
味
と
、
「
策
」
の
こ
こ
で
の
意
味
を
書
け
。

（
5
）
④
「
意
気
（
い
き
）
揚
揚
（
や
う
や
う
）
と
し
て
甚
（
は
な
は
）
だ
自
得
（
じ
と
く
）
す
る
な
り
」
の
「
意
気
揚
揚
」
の
意
味
を
書
け
。

（
6
）
⑤
「
去
（
さ
）
ら
ん
こ
と
を
請
（
こ
）
ふ
」
の
「
去
る
」
は
、
こ
こ
で
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

（
7
）
⑬
「
自
（
み
づ
か
）
ら
抑
損
（
よ
く
そ
ん
）
す
」
の
「
抑
損
」
の
意
味
を
書
け
。

Ｂ
　
句
法
（
8
〜
14
）

（
8
）
⑥
「
其
（
そ
）
の
故
（
ゆ
ゑ
）
を
問
（
と
）
ふ
」
の
「
故
」
の
意
味
を
書
け
。
ま
た
、
漢
文
で
「
な
ぜ
〜
か
」
と
理
由
を
た
ず
ね
る
と
き
、
「
故
」
の
上
に
つ
け
て
疑
問
を
表
す
字
を
一
字
書
け
。

（
9
）
⑦
「
長
（
た
け
）
六
尺
（
り
く
せ
き
）
に
満
（
み
）
た
ざ
る
に
」
は
、
白
文
で
は
「
長
不
満
六
尺
」
で
あ
る
。
「
不
」
「
満
」
「
六
尺
」
を
書
き
下
し
文
で
読
む
順
に
並
べ
よ
。
ま
た
、
「
不
」
を
書
き
下
し
文
で
平
仮
名
に

す
る
の
は
な
ぜ
か
。

（

10

）

⑧

の

前

半

「

身

（

み

）

は

斉

国

（

せ

い

こ

く

）

に

相

（

し

や

う

）

た

り

」

は

、

白

文

で

は

「

身

相

斉

国

」

で

あ

る

。

こ

こ

で

「

相

」

は

ど

の

よ

う

な

意

味

で

使

わ

れ

て

い

る

か

。

（
11
）
⑧
の
後
半
「
名
（
な
）
は
諸
侯
（
し
よ
こ
う
）
に
顕
（
あ
ら
）
は
る
」
は
、
白
文
で
は
「
名
顕
諸
侯
」
で
、
「
諸
侯
」
に
「
に
」
を
送
っ
て
返
っ
て
読
む
。
こ
の
よ
う
に
「
〜
に
」
と
場
所
や
相
手
を
示
し
、
書
き
下
し

文
で
は
読
ま
な
い
置
き
字
を
一
つ
書
け
。

（
12
）
⑩
「
乃
（
す
な
は
）
ち
人
（
ひ
と
）
の
僕
御
（
ぼ
く
ぎ
よ
）
と
為
（
な
）
る
」
の
「
乃
ち
」
は
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
前
の
「
今
子
は
長
八
尺
」
と
の
つ
な
が
り
に
ふ
れ
て
書
け
。

（
13
）
⑪
「
自
（
み
づ
か
）
ら
以
（
も
つ
）
て
足
（
た
）
れ
り
と
為
（
な
）
す
」
と
⑮
「
薦
（
す
す
）
め
て
以
（
も
つ
）
て
大
夫
（
た
い
ふ
）
と
為
（
な
）
す
」
は
、
ど
ち
ら
も
「
以
て
〜
と
為
す
」
の
形
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
意
味
を
書
け
。

（
14
）
⑫
「
是
（
こ
こ
）
を
以
（
も
つ
）
て
」
の
意
味
を
書
け
。
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晏子の御

Ｃ
　
主
語
・
指
す
内
容
（
15
〜
18
）

（
15
）
①
「
出
（
い
）
づ
。
」
の
主
語
は
誰
か
。

（
16
）
②
の
文
で
、
「
闚
（
う
か
が
）
ふ
」
の
主
語
は
誰
か
。
ま
た
、
「
其
（
そ
）
の
夫
（
を
つ
と
）
」
と
は
誰
の
こ
と
か
。

（
17
）
⑤
「
去
（
さ
）
ら
ん
こ
と
を
請
（
こ
）
ふ
」
は
、
誰
が
誰
に
願
い
出
た
の
か
。

（
18
）
⑭
「
怪
（
あ
や
）
し
み
て
之
（
こ
れ
）
を
問
（
と
）
ふ
」
に
つ
い
て
、
「
怪
し
み
て
」
の
意
味
を
書
け
。
ま
た
、
晏
子
は
何
に
つ
い
て
尋
ね
た
の
か
。

Ｄ
　
口
語
訳
（
19
〜
22
）

（
19
）
③
④
を
含
む
「
其
の
夫
相
の
御
と
為
り
、
大
蓋
を
擁
し
、
駟
馬
に
策
ち
、
意
気
揚
揚
と
し
て
甚
だ
自
得
す
る
な
り
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
20
）
⑦
⑧
を
含
む
「
晏
子
は
長
六
尺
に
満
た
ざ
る
に
、
身
は
斉
国
に
相
た
り
、
名
は
諸
侯
に
顕
は
る
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
21
）
⑨
を
含
む
「
今
者
妾
其
の
出
づ
る
を
観
る
に
、
志
念
深
し
。
常
に
以
て
自
ら
下
る
者
有
り
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（

22

）

⑩

⑪

⑫

を

含

む

「

今

子

は

長

八

尺

、

乃

ち

人

の

僕

御

と

為

る

。

然

る

に

子

の

意

は

自

ら

以

て

足

れ

り

と

為

す

。

妾

是

を

以

て

去

ら

ん

こ

と

を

求

む

る

な

り

」

を

口

語

訳

せ

よ

。
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晏子の御

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
23
〜
25
）

（
23
）
⑨
「
常
（
つ
ね
）
に
以
（
も
つ
）
て
自
（
み
づ
か
）
ら
下
（
く
だ
）
る
者
（
も
の
）
有
（
あ
）
り
」
か
ら
、
妻
は
晏
子
を
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
と
見
て
い
る
か
。
三
十
字
以
内
で
書
け
。

（

24

）

⑫

「

是

（

こ

こ

）

を

以

（

も

つ

）

て

」

と

あ

る

が

、

妻

が

離

縁

を

求

め

た

の

は

な

ぜ

か

。

晏

子

と

夫

を

比

べ

て

、

六

十

字

以

内

で

書

け

。

（
25
）
⑮
「
薦
（
す
す
）
め
て
以
（
も
つ
）
て
大
夫
（
た
い
ふ
）
と
為
（
な
）
す
」
と
あ
る
が
、
晏
子
が
御
者
を
大
夫
に
推
薦
し
た
の
は
な
ぜ
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
。
⑬
「
自
（
み
づ
か
）
ら
抑
損
（
よ
く

そ
ん
）
す
」
と
、
晏
子
に
問
わ
れ
た
と
き
の
御
者
の
答
え
方
を
ふ
ま
え
て
、
五
十
字
以
内
で
書
け
。

Ｆ
　
文
学
史
・
故
事
（
26
〜
28
）

（
26
）
こ
の
話
の
出
典
の
書
名
・
作
者
・
体
裁
と
、
収
め
ら
れ
て
い
る
列
伝
の
名
を
書
け
。

（
27
）
本
文
の
「
晏
子
（
あ
ん
し
）
」
の
「
子
」
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
添
え
ら
れ
た
語
か
。
ま
た
、
晏
子
の
名
を
書
け
。

（
28
）
こ
の
話
を
収
め
る
列
伝
に
は
、
晏
子
よ
り
百
年
あ
ま
り
前
の
斉
の
宰
相
の
伝
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
人
物
の
名
と
、
そ
の
人
物
と
友
人
鮑
叔
と
の
深
い
友
情
を
表
す
故
事
成
語
を
書
け
。

【テスト直前チェック】この三つ　❶二つの「以て〜と為す」を読み分ける。「自ら以て足れりと為す」＝（自分では）十分だと思う。「薦めて

以て大夫と為す」＝推薦して大夫にする。同じ形でも意味がちがう。　❷「是を以て」は「ここをもつて」＝だから。「乃ち」は「そこで」では

なく「それなのに・なんと」。妻の言葉の筋道はこの二語で決まる。　❸主語の入れかわりに注意。出づ＝晏子、闚ふ＝妻、帰る＝御者、怪しみ

て問ふ＝晏子、対ふ＝御者。記述問題の答えは「晏子と夫の対比」と「御者が自ら改めたこと」に集まります。
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